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編 集 後 記

メディヵル カル チュァ2巻4号 の 「天国の階段か ら」一医者 への疑 問一 を読 んで かな りの

ジ ョ・ノクを受け た.こ れは村松喬氏(作 家)が 亡父梢風 氏の霊魂 に為 り代 った形 で その発病

か ら死 に至 る間の 医師や病 院に対す る不満を書 き表わ した ものである.そ の中か ら要 点を抽 き

出 してみよ う.

医老は万能ではないのだか ら 必然的に謙虚でなけれ ばな らぬ.病 人やその家族 は 医者に対

して弱点を持つてい る.医 者を先生 と うや まうのは 病気 をなお したいか らである.患 老や家族

のそのよ うな態度に 医者がなれて それ を当然 の事 と思つては困 る.某 大学病院 へ入院 したが

多 くの医師は危険な容態を意 に介 していないのか 或は全然わか らなか つたか どち らか で あ

る.医 学 と物理や化学 との関係 よ りも 医学 と宗 教や哲学 との関係 の方が密接 なので はないか 。

現在の医者が 医者 と生命 と死 とい う事を 充分認識 してい るか.死 後に ニュース記者 と医者 と

の間にやや困難な事態が起 きたが それは病 名がはつ き りしていないためであつた.家 族の悲 し

みの中に 極めて事務的な事態が次 々と起つ た。先ず葬儀屋 との折衝.次 に病院では死体を解剖

に付 したいと申 し出た.家 族は同意 を与 えた.然 し弔問客等の都合で解剖を少 し延ぽ したい と思

つたが 今度は病院側 は矢の催促である.こ こに至 ると主客転 倒の観 を呈 した.解 剖室では裸の

まま長 くほつて置かれた.死 体に対す る侮辱 とも取れる.解 剖 の結果 は肺 の真菌症 との事 であつ

たが 主治医はその病気を よ く知 らなかった.あ とで詳 しく知 らせる との事 であつ たが そのま

まであ る.肉 体を研究資料に提供 したのであ るが その扱 い方 は完 ぺ きでは なかつ た,但 し医者

の全てがこのよ うではない.又 医者以外の原因 例 えば現代世相が医者を斯 くの如 くに してい

る とも考え られ る.

大体 以上 のよ うである.勿 論 こんな事ぼか りではないし 村松氏 の思い ちがい もあ るか も

知れぬ.然 しこのよ うな事 もない とは云えないので 自戒を要す る.更 に この文 章の次 に 小 島政

二郎氏の読後感が載つているが,そ れ も医者に とつて痛 い ものであ る.然 しそんなのばか りでは

ない.中 央公論8月 号 の遠藤周作氏 の 「療 養者に与 うるの記」にては医師に対す る信頼が記 され

ている(昭 和36年8月)
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1.発 行は毎月(年12回)と する.年 間購読者を以て会員 とする.
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2.原 稿 の長 さは制 限 しな い が簡 潔 に す る.
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な るべ くタイプ ライターを用いること・希望 の場合は当編集部にて醗訳 します .抄 録 用の原稿を

送るこ と,醗 訳の実費は 申受 く.
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8・ 原稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部
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